第３学年　保健体育科（保健分野）指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　単元名　保健「健康な生活と疾病の予防」（イ　生活行動・生活習慣と健康）

２　目標

（１）健康な生活と疾病の予防について関心をもち、学習活動に意欲的に取り組もうとすることが　　　できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）

（２）健康な生活と疾病の予防について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などに　　　より、科学的に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。　　　　（思考・判断）

（３）健康の成り立ちと疾病の発生要因、生活行動・生活習慣と健康、喫煙、飲酒、薬物乱用と健　　　康、感染症の予防、保健・医療機関や医薬品の有効利用、個人の健康を守る社会の取組につい　　　て、課題の解決に役立つ基礎的な事項及び、それらと生活の関わりを理解することができるよ　　　うにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）

３　単元の評価規準

	
	   健康・安全への

  関心・意欲・態度  
	健康・安全についての

     思考・判断      
	        健康・安全についての

             知識・理解              

	単元の評価規準
	　健康な生活と疾病の予防について関心をもち、学習活動に意欲的に取り組もうとしている。


	　健康な生活と疾病の予防について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、科学的に考え、判断し、それらを表している。
	　健康の成り立ちと疾病の発生要因、生活行動・生活習慣と健康、喫煙、飲酒、薬物乱用と健康、感染症の予防、保健・医療機関や医薬品の有効利用、個人の健康を守る社会の取組について、課題の解決に役立つ基礎的な事項及び、それらと生活の関わりを理解している。

	 学習活動に即した評価規準


	①健康な生活と疾病の予防について、健康　に関する資料を見た　り、自分たちの生活　を振り返ったりする　などの学習活動に意　欲的に取り組もうと　している。

②健康な生活と疾病の予防について、課題　の解決に向けての話　合いや意見交換など　の学習活動に意欲的　に取り組もうとして　いる。
	①健康な生活と疾病の　予防について、健康　に関する資料等で調　べたことを基に課題　や解決の方法を見付　けたり、選んだりす　るなどして、それら　を説明している。
②健康な生活と疾病の　予防について、学習　したことを自分たち　の生活や事例などと　比較したり、関係を　見付けたりするなど　して、筋道を立てて　それらを説明してい　る。
	①健康の成り立ちと疾病の発生要因について理解したことを言ったり、書き出したりしている。

②生活行動・生活習慣と健康について理　解したことを言ったり、書き出したりしている。

③喫煙、飲酒、薬物乱用と健康について　理解したことを言ったり、書き出したりしている。

④感染症の予防について理解したことを言ったり、書き出したりしている。

⑤保健・医療機関や医薬品の有効利用について理解したことを言ったり、書き出したりしている。

⑥個人の健康を守る社会の取組について理解したことを言ったり、書き出したりしている。


４　単元について

（１）教材観

　 　私たちが健康に過ごすためには、健康と病気に関する知識と、日々の行動が健康によいものかどうかを判断する力を身に付け、健康な生活を送ろうとする意志をもつ必要がある。また、一人一人の努力だけでなく、みんなで協力して健康な生活を送ることも必要である。この単元では、運動・食事・休養・睡眠と健康・病気との関係、喫煙・飲酒・薬物乱用の防止、感染症の予防、保健医療機関や医薬品の利用、健康のための社会的な取組について取り上げる。

生涯のうち国民の２人に１人はかかると推定されるがんは、健康に関する基礎的教養として身に付けておくべきものとなりつつある。がんは日本人の死亡原因の１位であるにも関わらず、がんそのものに対する理解やがん患者に対する正しい認識が不十分との指摘もある。このようなことから、がんが身近な病気であることや、がんの予防、早期発見・検診等について関心をもつとともに、正しい知識を身に付け、今までの自分の生活を振り返り、今後の生活に実践していってほしいと思い、本教材を設定した。

　（２）生徒観

本学級の生徒の事前アンケート調査結果は次のとおりである。

	
	質　問　項　目
	○
	×

	１
	がんは大人がなる病気である。
	   ０ 
	３５

	２
	健康な人のからだの中に、がん細胞ができることがある。
	 ３３ 
	２

	３
	がんという病気は、うつる病気である。
	２
	３３

	４
	たばこを吸うと、がんという病気になりやすい。
	３４
	１ 

	５
	塩辛いものを食べすぎると、がんという病気になりやすい。
	１５
	２０

	６
	運動不足になると、がんという病気になりやすい。
	２１
	１４

	７
	お酒をたくさん飲むと、がんという病気になりやすい。
	３１
	  ４ 

	８
	がんという病気は、早く見つけて、治療することで治すことができる。
	３４
	  １ 

	あなたは、「がん」という病気に対してどのようなイメージをもっていますか。
　　　・こわい（２３）　・治らない（８）　　・増えている（１８）　
　　　・やせる（１０）　・痛い（１５）　　　・遺伝する（１２）
　　　・生活の仕方が原因（１４）　　　　　　・死んでしまう（２５）
　　　・治療にお金がかかる（２０）



　　  アンケートの結果から、「塩辛いものを食べ過ぎると、がんという病気になりやすい」「運動不足になると、がんという病気になりやすい」という質問について、○と答える生徒と×と答える生徒が約半分ずついた。また、「がん」に対して、「こわい」「死んでしまう」「治療にお金がかかる」というイメージをもつ生徒が半分以上いることが分かった。

（３）学習を進めるに当たって

      本単元では、第１時で、健康の成り立ち、第２時で運動と健康、第３時で食生活と健康、第４
時で休養・睡眠と健康を学び、第５時で、生活習慣病とその予防の前半として、循環器の病気と
糖尿病について学習していく。それらを踏まえて、第６時で「がん」について学習する。

まず、事前にアンケート調査を行い、身近な人ががんにかかっていたり、かかっていたことが
あったりする状況を把握し、必要に応じて保護者や本人と話をするなど、連絡や確認を行う。ま
た、授業が近づいたら、家庭には通信等で連絡を行い、生徒には、授業のことを伝え、つらい場
合は無理をせず、そのことを事前に教えてほしいと呼びかけておく。

　　　本時の学習では、まず、「がん」という病気について、「しくみ」「原因」「現状」「進行の
仕方」「種類」「予防」など、基本的な知識を学習することから入る。生徒が理解しやすいよう
に、スライド（中学校・高等学校版　がん教育プログラム補助教材）を用いて説明を行う。その
後、がんを予防するためにはどうすればよいかを、個人で考えさせた後、グループで意見交換さ
せ、実生活につながるように、「食事」「運動」「検診」「休養」「その他」について、行動目
標を設定させたい。

　　　このような学習を通して、生徒一人一人が、個人生活における健康に関する事柄に関心をもち、
それらを科学的に理解し、適切な態度を身に付けて、行動をとることができるように指導し、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を育成するきっかけとしていきたい。

また、事後指導として、道徳の時間を使って、がん体験者の話を聞く機会を設定する。治療や
心の状態、関わり方などの話を聞くことにより、より身近に、より深くがんについて考え、家族
や自分ががん検診を積極的に受けたり、よい生活習慣を続けたり、よい人間関係をつくったりし
ようとする実践力を育てたい。

５　指導と評価の計画（全１５時間）

	
	第１時
	第２時
	第３時
	第４時
	第５時
	

	主

な学習内容


	健康の成り立ち
	   運動と健康   
	  食生活と健康  
	休養・睡眠と健康
	生活習慣病と

その予防①
	

	
	○健康は、主体と　環境を良好な状　態に保つことに　より成り立って　いること。

　疾病は主体の要因と環境の要因とが相互にかかわりながら発生すること。

○主体の要因には年齢、性、免疫、　遺伝などの素因　と、生後に獲得　された食事、運　動、休養及び睡　眠を含む生活上　の様々な習慣や　行動などがある　こと。

○環境の要因には温度、湿度や有　害科学物質など　の物理的・科学　的環境、ウイル　スや細菌などの　生物学的環境及　び人間関係や保　健・医療機関な　どの社会的環境　などがあること。
	○運動には、身体　の各器官の機能　を刺激し、その　発達を促すとと　もに、気分転換　が図られるなど　精神的にもよい  効果があること。
　健康を保持増進するためには日常生活において適切な運動を続けることが必要であること。


	○健康を保持増進するためには、　毎日適切な時間　に食事をするこ　と、年齢や運動　量に応じて栄養　のバランスや食　事の量などに配　慮すること、運　動によって消費　されたエネルギ　ーを食事によっ　て補給すること　が必要であるこ　と。


	○健康を保持増進するためには、　休養及び睡眠に　よって心身の疲　労を回復するこ　とが必要である　こと。

　長時間の学習、　運動、作業など　は疲労をもたら　し、その徴候は　心身の状態に変　化として現れる　こと。これらは、　運動や学習など　の量と質によっ　て、また、環境　条件や個人によ　って疲労を蓄積　させないように　することが大切　であること。


	○人間の健康は生活行動と深くかかわっており、健康を保持増進するためには、年齢、生活環境等に応じた食事　適切な運動、休養及び睡眠の調和のとれた生活を続けることが必要であること。
　食生活の乱れ、　運動不足、睡眠時間の減少などの不適切な生活習慣は、やせや肥満などを引き起こしたり、生　活習慣病を引き　起こす要因とな　ったりし、生涯にわたる心身の健康に様々な影響があること。


	

	 学習活動


	１本時の学習の見通しをもつ。

２日本の死因の　推移について知　る。

３主体要因・環　境要因について　考える。

４私たちが望む　健康について話　し合う。

５本時のまとめ　をノートに記入　する。　　


	１本時の学習の　見通しをもつ。

２運動の効果と　必要性を知る。

３健康づくりの　ために、どのような運動を行う　とよいか、話し　合う。

４生活の中にも
っと運動を取り　入れるとしたら　どのような工夫　ができるかを考　える。

５本時のまとめ　をノートに記入　する。
	１本時の学習の　見通しをもつ。

２エネルギーの　消費と食事について知る。

３食品のエネル　ギーを作業や運　動で消費すると　したら、どれだ　けの時間がかか　るか考える。　

４Aさんの食事　について考え話　し合う。

５本時のまとめ　をノートに記入　する。　　
	１本時の学習の　見通しをもつ。

２疲労とストレ　スをチェックする。

３疲労やストレ　スなどがたまる　とどうなるかを　知る。

４休養・睡眠の　とり方について　話し合う。

５本時のまとめ　をノートに記入　する。　　


	１本時の学習の　見通しをもつ。

２死亡の原因と　生活習慣病につ　いて知る。

３循環器の病気　と糖尿病につい　て知る。

４本時のまとめ　をノートに記入　する。　　


	


	関
	    ①観察
	   
	   
	  
	 
	

	思
	
	①観察 　
	①観察  
	①観察  
	
	

	知
	①ノート
	②ノート
	②ノート
	②ノート
	②ノート
	

	
	第６時（本時）
	第７時
	第８時
	第９時
	第１０時

	主な学習内容


	生活習慣病と

その予防②
	喫煙と健康
	飲酒と健康
	薬物乱用と健康
	喫煙・飲酒・薬物乱用のきっかけ

	
	○がん細胞のでき方や健康な人でもがん細胞が毎日多数発生していること、免疫

機能ががん細胞

を死滅させていること。

○がんは日本人の死因の第１位であること、日本人の２人に１人がかかること。

○がんの原因は１つではなく、い　くつかが重なり　合った時に発生　する可能性があ　ること。

○早期発見が大事であること、初　期のがんは症状　がないまま進行　することが多い　ため、症状がな　くても定期的に　検診を受ける必　要があること。


	○たばこの煙の中にはニコチン、　タール及び一酸　化炭素などの有　害物質が含まれ　ていること、そ　れらの作用によ　り、毛細血管の　収縮、心臓への　負担、運動能力　の低下など様々　な急性症状が現　れること。常習　的な喫煙によっ　て肺がんや心臓　病など様々な病　気を起こしやす　くなること、未　成年者の喫煙に　ついては、身体　に大きな影響を　及ぼし、ニコチ　ンの作用などに　より依存症にな　りやすいこと。


	○酒の主成分のエ　チルアルコールが中枢神経の働きを低下させ、思考力や自制力を低下させたり運動障害を起こしたりすることや急激に大量の飲酒をすると急性中毒を起こして意識障害や死に至ることもあること。特に、未成年者の飲酒については、身体に大きな影響　を及ぼし、エ　チルアルコールの　作用などにより　依存症になりや　すいこと。


	○覚せい剤や大麻を取り上げ、摂　取によって幻覚　を伴った激しい　急性の錯乱状態　や急死などを引　き起こすこと、　薬物の乱用によ　って依存症が現　れ、中断すると　精神や身体に苦　痛を感じるよう　になること等、　様々な障害が起　きること。

　薬物乱用は、個　人の心身の健全　な育成や人格の　形成を阻害する　だけだなく、社　会への適応能力　や責任感の発達　を妨げるため、　暴力、性的非行、　犯罪など、家庭　・学校・地域社　会にも深刻な影　響を及ぼすこと　もあること。
	○喫煙、飲酒、薬　物乱用などの行　為は、好奇心、　投げやりな気持　ち、過度のスト　レスなどの心理　状態、周囲の人　々の影響や人間　関係の中で生じ　る断りにくい心　理、宣伝・広告や入手のし易さなどの社会環境などによって助長されること、それらに適切に対処する必要があること。



	 学習活動


	１前時の確認をする。

２がんに関する　クイズを行い、　本時の課題をつ　かむ。

３がんについて　理解する。

４がんを予防す　るためにはどう　したらよいかを　話し合う。

５本時のまとめ　をノートに記入　する。　　
	１前時の確認を　する。

２たばこの害に　ついて知る。

３たばこを勧め　られたときの断　り方を考える。

４本時のまとめ　をノートに記入　する。　


	１前時の確認を　する。

２飲酒の害につ　いて知る。

３パッチテスト　をする。

４飲酒を勧めら　れたときの断り　方を考える。

５本時のまとめ　をノートに記入　する。　


	１前時の確認を　する。

２薬物の害につ　いて知る。

３薬物に関する　ビデオを視聴す　る。

４薬物を勧めら　れたときの断り　方を考える。

５本時のまとめ　をノートに記入　する。
	１前時の確認を　する。

２喫煙、飲酒、薬物乱用のきっかけについて知る。

３喫煙、飲酒、薬物を勧められたときの断り方について、役割演技を行い、評価し合う。

４本時のまとめ　をノートに記入　する。　



	関
	   
	
	
	
	    ②観察     

	思
	 ②観察 
	    ②観察    
	    ②観察   
	    ②観察   
	                

	知
	 ②ワークシート
	③ノート
	③ノート
	③ノート
	③ノート


	
	第１１時
	第１２時
	第１３時
	第１４時
	第１５時

	主な学習内容


	   感染症と

   その予防①
	    感染症と

   その予防②   
	   性感染症と

その予防／エイズ
	保健・医療機関と医薬品の有効利用
	   共に健康に

   生きる社会   

	
	○感染症は、病原　体が環境を通じ　て主体へ感染す　ることで起こる　病気であり、適　切な対策を講ず　ることにより予　防できること。　（例：結核、ノロウィルスによる感染性胃腸炎、麻疹、風疹など）


	○病原体には、細　菌やウイル　スな　どの微生物があ　るが、温度、湿度などの自然環　境、住居、人口密度、交通などの社会環境、また、主体の抵抗力や栄養状態などの条件が相互に複雑に関係する中で、病原体　が身体に侵入し　て、感染症が発　病すること。

○感染症を予防す　るには、消毒や　殺菌等により発　生源をなくすこ　と、周囲の環境　を衛生的に保つ　ことにより感染　経路を遮断する　こと、栄養状態　を良好にしたり　予防接種の実施　により免疫を付　けたりするなど　身体の抵抗力を　高めることが有　効であること。
	○エイズ及び性感　染症の増加傾向　とその低年齢化　が社会問題にな　っていること、

　疾病概念や感染　経路について理　解し、予防方法　を身に付けるこ　とができるよう　にすること。

　（例：エイズの　病原体はヒト免　疫不全ウイル　ス　（HIV）であり、　その主な感染経　路は性的接触で　あることから、　感染を予防する　には性的接触を　しないこと、コ　ンドームを使う　ことなどが有効　であることにも　触れる。）


	○地域には、人々　の健康の保持増　進や疾病予防の　役割を担ってい　る保健所、保健　センター、医療　機関などがある　こと、健康の保　持増進と疾病の　予防には、各機　関がもつ機能を　有効に利用する　必要があるとい　うこと。

○医薬品には、主　作用と副作用が　あること、医薬　品には、使用回　数、使用時間、　使用量などの使　用法があり、正　しく使用する必　要があること。


	○健康の保持増進　や疾病の予防に　は、人々の健康　を支える社会的　な取組が有効で　あること。

○健康増進、生活　習慣病及び感染　症の予防のため　に地域の保健活　動が行われてい　ること。



	 学習活動


	１感染症の発生　原因について知　る。

２感染症の予防　について考え、　話し合う。

３本時のまとめ　をノートに記入　する。


	１体の抵抗力に　ついて知る。

２感染症に関す　る近年の問題に　ついて知る。

３感染したとき　にどう行動すべ　きか考える。

４抵抗力を高め　るためにできる　ことを考える。

５本時のまとめ　をノートに記入　する。
	１性感染症につ　いて知る。

２性感染症の予　防について考え　る。

３エイズとその　予防について知　る。

４本時のまとめ　をノートに記入　する。
	１保健・医療機　関とその利用に　ついて知る。

２医薬品の使い　方を知る。

３医薬品や医療　機関の利用につ　いて考える。

４本時のまとめ　をノートに記入　する。


	１健康を守るた　めの社会的な活　動を知る。

２みんなの健康　を守るために何　ができるかを考　え、発表する。

　（地域・世界）

３本時のまとめ　をノートに記入　する。

	関
	     
	    
	    
	    ①観察
	     

	思
	   
	    ②観察
	    ①観察
	    
	    ②観察

	知
	④ノート
	④ノート
	④ノート
	⑤ノート
	⑥ノート


６　本時の展開（６／１５時間）

（１）生活習慣病とその予防②

（２）本時の目標

　○　がんの仕組みや原因、種類等、予防について考える上で必要な基礎的事項について、正しく理　　　解することができる。

　○　がんに関する知識を活用し、話合いを通して、がんを予防する生活習慣について考えを深める

    ことができる。

（３）展開

	時間 
	学習内容及び学習活動
	教材
	指導上の留意点（◆評価）

	は

じ

め

２

分
	１　「がん」に対するイメージを思い浮　かべる。

２　本時のねらいを把握する。
	スライド

	○アンケートの結果を示し、がんに対して　ネガティブなイメージをもっている人が　多いことを示す。がんにならない生き方　やがんになっても治療できることを伝え　て、学習意欲を高め、本時学習への方向　付けを図る。

	
	
	「がん」について知り、予防について必要なことは何かを考えよう。
	

	な

か

４０

分


	３　がんについて理解する。

（１）がんの仕組みについて知る。

　　「健康な身体がどうなることをがん

      というのだろう」

（２）がんの原因について知る。

　　「がんの原因は何だろう」　

（３）がんの現状について知る。

　　「日本ではどれくらいの人ががんに　　　かかっているのだろう」

（４）がんの進行について知る。

　　「がんはどのように進行するのだろ　　　う」

（５）がんの種類

　　「がんはからだのどこにできるのだ　　　ろう」

４　がんを予防するためにできることを　考える。　

　　「あなたやあなたの大切な人ががん　　　にかからないために、どんなこと　　　に気を付けたらよいと思いますか」

      ・運動、食事、休養、検診、

　　　　その他（たばこ・お酒）

５　４で考えた生活習慣を、グループで　発表し、友だちの意見を取り入れる。


	スライド
スライド
スライド
スライド
スライド

	○がん細胞のでき方、健康な人でもがん細
　胞が毎日できていること、免疫機能が、
  がん細胞を死滅させていることなどを　理解させる。

○がんの原因は一つではなく、いくつか　が重なり合った時に、発生する可能性　が高まることを理解させる。
○がんにかかる人が増え続けていること　を補足する。
○がんが進行すると、今までどおりの生　活ができなくなったり、命を失ったり　することもあるので、早期発見が重要　であることを理解させる。
○がんは全ての臓器に発生する可能性が　あり、その種類によっては発見しづら　かったりすることを理解させる。
◆知識・理解（ワークシート）
　がんについて正しく理解し、ワークシ
　ートに書き出している。 
○ワークシートを使い、自分や家族の生　活習慣の改善について具体的に考えさ　せる。教科書の「がんを防ぐための１　２か条」を参考にするように指示する。

◆思考・判断（観察）

　学習したことをもとに、生活習慣を振　り返り、がんを予防するための生活習　慣を考え、表現している。

○発表後に質問したり、意見を述べたり　するように指示することで、様々な友　だちの意見を参考にすることができる　ようにする。

	ま

と

め

８

分
	６　学習したことを振り返る。

  ・本時の学習で感じたことや気付いた　　こと、疑問に思ったことをワークシ　　ートに記入し、発表する。

７　道徳の授業の予告を聞く。
	
	○ワークシートを使って振り返らせ、本　時の学習内容をさらに深く実感させて　日常生活に活かすことができるように　する。



がんというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(びょうき),病気)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(かん),関)するEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(じぜん),事前)アンケート

性別（　男子　・　女子　）←○をしてください。

· EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いか),以下)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しつもん),質問)が正しいとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おも),思)えば○、まちがいだとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おも),思)えば×をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きにゅう),記入)してください

	１
	　がんはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おとな),大人)がなるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)である。
	

	２
	　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けんこう),健康)な人のからだの中に、がんEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さいぼう),細胞)ができることがある。
	

	３
	　がんというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)は、うつるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)である。
	

	４
	　たばこをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(す　),吸う)と、がんというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)になりやすい。
	

	５
	　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しおから),塩辛い)ものをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(た),食)べすぎると、がんというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)になりやすい。
	

	６
	　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うんどう),運動)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶそく),不足)になると、がんというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)になりやすい。
	

	７
	　おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さけ),酒)をたくさんEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(の),飲)むと、がんというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)になりやすい。
	

	８
	　がんというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)は、早く見つけて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちりょう),治療)することでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なお),治)すことができる。
	


· あなたは、「がん」というEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たい),対)してどのようなイメージをもっていますか。

あてはまるものを、○でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かこ),囲)んでください。いくつでもいいです。

　・こわい　　　　　　・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なお),治)らない　　　　　　・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふ),増)えている　　　　　　・やせる

　・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いた),痛)い　　　　　　　・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いでん),遺伝)する　　　　　　・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せいかつ),生活)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しかた),仕方)がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(げんいん),原因)
　・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(し),死)んでしまう　　　・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちりょう),治療)におEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かね),金)がかかる

· あなたのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かぞく),家族)が「がん」というEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)になったことがありますか。 ◇はい　◇いいえ

· EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(げんざい),現在)、「がん」というEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とう),闘)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びょうちゅう),病中)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みじか),身近)な人がいますか。　　◇はい　◇いいえ

「健康な生活と疾病の予防」生活習慣病②ワークシート　　　　３年（　　）組（　　）番　氏名（　　　　　　　　　　）
	（１）がんの仕組み
	（２）「がんの原因」
	（３）「がんの現状」

	・正常な細胞の（　　　　　）に傷がついて、

（　　　　　　　　）ができる。

※健康な人でも異常な細胞は毎日できるが、免疫の仕組みで修復・排除される。

・異常な細胞が増えてかたまりになる。

・その中で（　　　　）のものをがんという。
	①（　　　　　　　　　）

　　

②（　　　　　　　　　）

　　

③（　　　　　　　　　）

　　

・（　　　　　　）も原因の１つ。

・子どもがかかる小児がんもある。

・原因が分かっていないがんもある。
	・現在（　　）人に1人ががんになる。

（　　）人に1人ががんで亡くなっている。

・（　　　）歳からがんになる人が増加し、

（　　　）性の方ががんにかかりやすい。

※がんの危険性を高める（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　）などの生活習慣が多いから。

・20代～50代前半までは、（　　　）性が多い。

※（　　　　）・子宮頸がんがこの年代で多いから。

	（４）がんの進行
	（５）がんの種類
	（６）がんの予防

	・発生した１個のがん細胞が、検診で発見することのできる１㎝程度の大きさになるのに

（　　　　　　）年かかる。

・その後（　　　　　　）年で２㎝程度になる。

・これ以降は、（　　　　　　　）が現れる。

・がんが進行すると･･･

今まで通りの生活ができなくなったり、命を失ったりすることもある。

・早期（　　　　）・早期（　　　　）が大切！！
	・細胞分裂する（　　　　　　　　）に

発生する可能性がある。

・（　　　　　）もがんの一種です。

・がんはその種類によって、

治りやすかったり、治りにくかったり、

（　　　　　）が難しかったりする。
	①菌・ウイルス･･･（　　　　）→治療

②生活習慣

③まれに、遺伝的原因（体質のようなもの）

（　　　　　　　）を受ける。

自覚症状がなく、がん検診で発見された場合、

早期発見・早期治療で約（　　　　）％が

治ると言われている！


あなたやあなたの大切な人が　がんにかからないために、

今からできることは何ですか？
３年（　　）組（　　）番　氏名（　　　　　　　　）

	運動
	

	
	

	
	

	食生活
	

	
	

	
	

	休養
	

	
	

	
	

	検診
	

	
	

	
	

	その他
	

	
	

	
	


　授業の感想や気付いたことをまとめましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　











